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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200

Calculated MW: 19 kDa; Observed MW: 27 kDa

DDIT3

DDIT3; CHOP; CHOP10; GADD153; DNA damage-inducible transcript 3 protein; DDIT-3;
C/EBP-homologous protein; CHOP; C/EBP-homologous protein 10; CHOP-10; Growth arrest
and DNA damage-inducible protein GADD153
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	DNA に結合できないヘテロダイマーを形成することにより、C/EBP および LAP の DNA 結合活性を阻害します。
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	DDIT3 (7G7) 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト胃組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。ネガティブコントロールは二次抗体のみを使用しました。
	

	DDIT3（7G7）抗体（赤）およびDAPI（青）を使用したマウス脳組織中のDDIT3（7G7）の免疫蛍光分析。
	

	CHOP抗体を用いたパラフィン包埋ヒト胃癌組織の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。
	

	CHOP 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト膵臓癌組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	DDIT3 (7G7) 抗体を使用したマウス肝臓溶解物中の DDIT3 のウエスタンブロット分析。

